
４月６日（火）第６３回入学式が挙行され
ました。今年度の入学生は英里さん一人でし
た。しかし，その態度は大変立派で新１年生

藤の花に思う藤の花に思う
１４日に授業参観，ＰＴ校長 河野 通芳

Ａ総会，学級ＰＴＡが行わ
中学校の校舎前に藤棚があります。平成３年に当時ＰＴ れました。ＰＴＡ総会では

Ａ会長をされていた橋野與大さんが中心となって，いろい 新年度の役員・予算等が決
ろな苦労の末，造成していくださったそうです。ここ数年 定・承認されました。１年

， 。は花が咲かず，周りも草ぼうぼうで，残念な思いをしてい 間 よろしくお願いします
ました。そこでなんとかしようと一念発起し，２月末に職 授業参観・学級ＰＴＡも円
員総出で剪定をし，根本に腐葉土や枯れ草を施しました。 滑に進みました。

【平成２２年度 役員】同時に，埋め込んであった丸太を撤去し，根本以外には砂 ＰＴＡ

：正義さん ：ひとみさん利を敷き直したところ，見違えるようにきれいにリニュー PTA PTA会長 副会長
アルできました。 晴美さん，美彦さん会計監査員：

研修部長・副部長この場所は，造成当時に「愛郷の広場」と名付けて，緑

和昭さん晴美さん陰読書や生徒の語らいの場にと作られたということですが， ,
事業部長・副部長やっとその役目を果たせるまで整備できました。

藤の花の盛りは５月なので，今後は３０センチほどの花 直喜さん和生さん,
学級評議委員房が どんどん伸びてくれると思います また 夏場には， 。 ， ，

葉をうっそうと繁らせ，夏の強い日差しを遮り，生徒たち １年：幸子さん
に再び心地よい「愛郷の広場」をプレゼントしてくれると としてふさわしい姿でした。特に新入生誓いのこと ２年：弘江さん
思います。そうなれば，ベンチでも置いて，生徒たちがほ ばでは これからの抱負が的確に書かれていました ３年：亜矢子さん， 。
っとすることができる，鹿島中の「パワースポット」にし 活躍が大変楽しみです。在校生の歓迎のことばも２
たいものだと思っています。 年生らしい落ち着きのある内容

と態度でした。 各教科，昨年度よりも充実し

さらに，今年度の留学生と在校生の対面式も行 ています。今年度は，永山教諭かめにさす藤の花房みじかければ たたみの上にとどかざりけり
われました。式に参加してくれた小学生も交えて が技術を，前村教諭が美術を担

脊髄カリエスで寝返りさえもうてないほどの激痛に耐え お互い自己紹介をしました。中学生の留学は継続 当しています。二人とも前任者
ながら，正岡子規は，妹が床の間の瓶にさした藤の花房を も含めて５名となりました。あいさつからは，こ のアドバイスと自分の工夫を織
見て，限りある我が命と藤の花房を重ね合わせてこう詠ん こ鹿島を第２の故郷としてがんばっていくという り交ぜ授業を行っています。ま
でいます。 決意が伺えました。 た１年の授業は２年との合同

。鹿島の自然の中で，たくましく蘇った藤の花を見て，生 また，本校職員は昨年度と同じです。これで， 学習や短学活を行っています
徒たちは何を感じるのでしょうか。藤棚の花房はきっとど 昨年度の経験を生かした教育が可能となりました 一人であることをチャンスと。
んどん伸びて，みんなの目を楽しませてくれるでしょう。 生徒のために全員でスクラムを組んで努力してい とらえ，他の学校ではできな
同時にどんな難しい状況でも，がんばれば何かを成し遂げ きます。よろしくお願いします。 い取組を推進していきます。
ることができることを，生徒たちに教えてくれる 取組の成果はホームページや
のかもしれません。 授業参観でご覧ください。

藤の花のエールを無駄にしないように，今年も
生徒と職員が一体となってがんばっていきますの
で，地域の方々もご支援，ご協力をよろしくお願
いいたします。
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５ 月 の 行 事 予 定
○ １２日(水)：家庭学習の日

○ １３日(木)：天草採り(小中一貫)

○ １７日(月)：中間テストに向けての部活動休止

○ ２０日(木)：中間テスト( 日)~21

○ ２１日(金)：不審者対応訓練

○ ２５日(火)：避難訓練(地震) 教育相談( ４) 納金日 歯科検診~6/
○ ３１日(月)：司書補来校
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